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第４号様式（第１０条関係） 

        会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 第１回武蔵村山市男女共同参画計画策定市民懇談会 

開 催 日 時 令和５年６月５日（月）午後７時～午後８時 

開 催 場 所 中部地区会館 403 集会室 

出 席 者 

出 席 者：諸橋委員、市川委員、椎野委員、中村委員、堀上委員、 

森本委員、池村委員、小山委員、谷原委員 （計 ９名） 

欠 席 者：厨川委員 （計 １名） 

議 題 

１ 座長及び副座長の選任について 

２ 会議の公開に関する運営要領の制定について 

３ 武蔵村山市第五次男女共同参画 計画の策定について 

 

結 論 
（決定した方針、残された

問題点、保留事項等を記載

する。） 

議題１ 座長及び副座長の選任について 

   座長に諸橋委員、副座長に森本委員が選任された。 

議題２ 会議の公開に関する運営要領の制定について 

第２条、第３条の一部の文言を柔らかい表現に修正してほしい旨

の意見が出た。 

議題３ 武蔵村山市第五次男女共同参画計画の策定について 

    提言書の形式に関する質問があった。次期計画では主要な項目に

「性の多様性」の分野は含まれないため、今回の調査項目にセク

シュアル・マイノリティに関する設問は加えない。加えないので

あれば、用語を知っているかを聞く設問だけは入れてはどうかと

の意見があった。 

 

審 議 経 過 
 

（発信者） 

◎印：座 長 

●印：委 員 

□印：事務局 

１ 委嘱書交付式 

２ 市長挨拶 

３ 委員・事務局紹介 

 

議題１ 座長及び副座長の選任について 

    座長に諸橋委員、副座長に森本委員が選任された。 

 

議題２ 会議の公開に関する運営要領の制定について 

－事務局より説明‐ 

●  第２条の２項「公開は、市民に会議を傍聴させることにより行う」

の「させる」という表現の真意はどこなのか。いわゆる「上から目線」

のように感じるため、市民がどのような印象を受けるのか不安である。

柔らかい表現でも問題ないのではないか。 

□  案として提示させていただいたが、委員からご意見があったように

お聞きする方からするとあまり気持ちの良い表現ではないかと思う。

ご意見を受け修正したい。表現の真意について補足すると、傍聴の判

断は本懇談会の座長である。座長の許可を持って傍聴することが可能

であるという意味で「させる」と表現している。 

◎  判断は座長であることは理解したが、やはり厳しい表現のように思

う。わかりやすく、公平で平等な懇談会としたい。 

●  それでは「公開は市民が会議を傍聴することにより行われる」では

どうか。 

◎  良いと思う。第７条の会議録についても、発言は要旨で問題ない。

発言した委員の名前は載らないのか。 

□  出席者には記載するが、ご発言毎に委員の名前はでない。しかし、
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座長のご発言については分かるように表記される。 

●  第３条「会議を傍聴としようとする者」でなく、「会議の傍聴を希

望する者は」でいかがか。 

□  ご指摘の通り「会議の傍聴を希望する者は」と修正させていただ

く。 

また、第５条（5）で「武蔵村山市男女共同参画計画市民懇談会」と

表記されているが、名称を謹んで修正させていただきたい。正しくは

「武蔵村山市男女共同参画計画策定市民懇談会」である。第 7 条４項

の表記も同様である。 

 

議題３ 武蔵村山市第五次男女共同参画計画の策定について 

－事務局より説明‐ 

◎  提言書とあるが何を提言すれば良いのか。 

□  様々な形式があるが、懇談会内で計画の推進や目標についてご意見

いただいた上で庁内の推進委員に書面でお伝えいただきたい。書面の

形式には決まりはない。 

◎  前回は冊子になっており、アンケート結果から見えてくる市の特徴

等を挙げており、中間報告のようである。資料の「第五次男女共同参

画計画」の表記について、第五次が算用数字か漢数字になっているの

で統一していただきたい。また、調査項目について、セクシュアル・

マイノリティに関する設問を国や都では入れていないが、市では前回

の調査項目に入っている。セクシュアル・マイノリティに関し、知っ

ている単語についての設問は残しても良いのではないか。 

今後、性の多様性に関する施策は男女共同参画推進市民委員会で主

に取り扱っていく。そちらの分野ではアンケートを行わないのか。 

□  次期計画は、男女共同参画社会基本法・配偶者からの暴力の防止及

び被害者の保護等に関する法律・女性の職業生活における活躍の推進

に関する法律に規定される市町村計画として検討していただきたいと

考えていること、また、性の多様性については、男女共同参画推進市

民委員会で調査研究することとしているため、この度の調査項目から

除いてはいかがかと提案したところである。しかし、市民委員会では

調査費用の準備がないため、必要によっては負担にならない程度に項

目を加えることも次回検討いただきたい。 

◎  市民委員会も懇談会もどちらの委員も務めている方も多々いらっし

ゃる。どのようにするかは、しっかりコミュニケーションを取ってい

きたい。前回の設問数の 21 問から 15 問にしたいというのが事務局の

希望か。 

□  そのとおりである。経年で変化を見たい項目もあれば、時代に沿わ

ないものもあるかと思う。次回の会議の場で調査票のたたき台をお示

し、よりイメージを絞っていただきたい。 

◎ 精査して次回以降に示していただきたい。調査票の形式で示していた

だけるという認識で問題ないか。 

□  はい。 

 

・その他 

□  第２回武蔵村山市男女共同参画計画策定市民懇談会は７月下旬を予

定。 
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会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

☐公  開                傍聴者：０人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

□開  示 

□一部開示（根拠法令等：  ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課 協働推進部 協働推進課 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 

 


